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 三多摩食糧卸協同組合 

＜食品＞ 

第１位 霧しなそば 

第２位 富士山麓の水 

第３位 初釜うどん 

第４位 カニヤ乾パン 

第５位 さが玉葱 

先週売上のベスト５ 

品種紹介＝  あさひの夢 

縞葉枯病の抵抗性と倒伏に強く、収量も多い月の光の特
性を引き継ぎ、なおかつ食味が良いと評価されています。 

資料提供： 米穀安定供給確保支援機構 他 

イネにも体内時計 
昨年、（独）農業生物資源研究所はイネに日の長さ
を認識する"体内時計"が存在することを発見したと

発表しましたが、このたびイネの体内時計の役割
を解明したそうです。 

イネで体内リズムを保つのに必要な遺伝子を同定
し、この遺伝子が壊れ体内リズムが乱れたイネで
は、田植え時期が遅れると、収量が大きく低下する
ことがわかりました。今後は体内リズムを指標とし
た選抜を行うことにより、環境適応能力の高い品種
を育成できると期待されているんだそうです。 

玄米・精米とも今週中には出荷開始を予定しています。 

千葉県は、全国有数の早場米産地であり、安全なお米を消費者
の皆様に提供するため米の放射性物質調査を始めました。 

 県では順次、米を栽培する全市町村を対象にモニタリング検査
を実施し、市町村や関係団体等と連携し、検査結果が判明してい
ない市町村については、出荷自粛を要請しております。 

 安全性が確認された市町村の米についてのみ、出荷等を認め
ています。 

 

安全性が確認された市町村（８月１８日現在 ５３市町村のうち９
市町） 

 館山市・鴨川市・南房総市・長南町・鋸南町・香取市・いすみ市・
睦沢町・長柄町 

千葉県HPより転載 


